
7月15日 17:50〜19:20
2021年

木
Zoomによるオンライン開催（接続可能17:40〜）

主催：山口大学地域防災・減災センター
共催：山口大学グローカル環境・防災学研究会

参加費：無料

第1回

山口大学地域防災・減災センター

〒755-8611 山口県宇部市常盤台2-16-1
TEL:0836-85-9348
E-mail: cldpm@yamaguchi-u.ac.jp（担当：山本）

山口大学 地域防災・減災センター

http://ds0n.cc.yamaguchi-u.ac.jp/~cldpm/index.html

【お問い合わせ・お申込み】
山口大学 地域防災・減災センター

お申し込み方法

本セミナーはZoomミーティングを利用します。山口大学地域防災・減災センターの
ホームページより7/13（火）までに事前申込をお願いいたします。申込後，登録確
認メールが届きます。講演会の参加方法および注意事項は7/14（水）までにメール
いたしますのでご確認ください。

「草の根技術協力の実績を活かした熱帯泥炭地に
おける水文・気象情報管理システムの開発」

講師 甲山 治 氏

熱帯泥炭湿地の火災による膨大な量の二酸化炭素放出、地域住民の健康被害が
発生しているインドネシア国スマトラ島リアウ州ブンカリス県において、継続
的な水文・気象観測データや気象レーダー、ドローンなどで得られた情報をも
とに、火災リスクの軽減を行ってきた活動をご紹介いただきます。さらに、住
民への技術移転を草の根レベルで行ってきた経験を活かした、熱帯泥炭地にお
ける水文・気象情報の利用に関してもご紹介いただきます。

京都大学東南アジア地域研究研究所准教授
総合地球環境学研究所熱帯泥炭社会プロジェクトリーダー、准教授

こ う ざ ん お さ む
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